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 “この冬休み一番の思い出①” 

「1 月 6 日に雪が降ったことです。雪が降ったのは本当に久しぶりで、とても気持ちが上がってい

ました。しかし、喜んでいられるのは束の間、1 月 6 日にあった冬期講習は振りかえ、学校への登校

は滑りやすく、部活では塩化カルシウムをまく、こんなに大変なことがありました。雪が降って喜

んでいる小さい子どもたちが『本当は大変なんだよー』と伝えてあげたいです。雪が降るのもと

ても嬉しいのですが、被害が大きいのでほどほどにして欲しいです。」         （5 組） 

 

「一つ目は友達の家でクッキーを作ったことです。（クッキーを作ったのは）初めて同士だったので、

調べながら楽しく作りました。時間はかかったけれど、おいしいのができて良かったです。二つ目

は正月に親戚と集まり、公園で遊んだりゲームをしたり、とても楽しかったです。しかし、一家族が

来られなかったのは悲しかったです。」                      （4 組） 

 

「祖父母の家で、祖父母といとこと会ったことです。とても久しぶりなので、色々あって楽しかっ

たです。お年玉ももらうことができたので、充実した冬休みでした。」          （5 組） 

                                     

「久々に祖母の家に行ったことです。今まではコロナウィルスの影響で、あまり長い間いることが

できなかったので、様々なことが出来て良かったです。特にみんなでお節料理を食べたりしたこ

とが楽しかったです。また、親戚にも会って会話ができたので、とても良い思い出になりました。」 

                                      （4 組） 

 

「友達と東京に行ったり、家族で大阪に旅行へ行ったことです。コロナ禍の中、少し申し訳ない気

持ちでしたが、感染対策がしっかりとされていたので良かったです。東京と大阪には、千葉にはな

い良さが沢山あって、また行きたいなと思いました。楽しむことができて良かったです。」（5 組） 

 

「塾の帰りに友達と焼き芋を買いました。お店の人がみんなに一本ずつおまけしてくれました。と

ても美味しかったです。また、猫もいて可愛かったです。」              （4 組） 

第二回確認テスト、令和 4 年 1 月 31 日(月)実施  

よのなかルール 33 <「メシを食える大人になる！よのなかルールブック」高濱正伸監修> 

「「ありがとう」を口ぐせに。」 

ちいさなことでも、必ず「ありがとう」を口にできる人になろう。 

「ありがとう」って言われたいーそんな気もちはみんな同じだよ。 

 


